
環境学委員会・地球惑星科学委員会合同 FE・WCRP合同分科会小委員会の設置について 

 

 

分科会等名： APARC小委員会 

 

１ 所属委員会名 
（複数の場合

は、主体となる

委員会に○印を

付ける。） 

○環境学委員会 

地球惑星科学委員会 

２ 委員の構成 20名以内の会員又は連携会員若しくは会員又は連携会員以外の者 

３ 設 置 目 的 APARC（大気圏の諸過程とその気候影響）は、世界気候研究計画

（WCRP）のコアプロジェクトの 1つであり、国際協力を通じて大気

圏（対流圏・成層圏・中間圏・下部熱圏）の諸過程とその気候影

響に関する研究の推進と発展により人類社会への貢献に寄与する

ことを使命とした分野横断的な組織である。 

本小委員会は、環境学委員会・地球惑星科学委員会合同の FE・

WCRP合同分科会の下で、APARCに関する我が国の研究振興や普及、

社会貢献を促すとともに、国際対応を審議し、役員等の推薦、国

際会議への代表者派遣、国際会議の日本への招致等に関し具体化

することを設置目的とする。 

APARC の研究対象は日本気象学会、日本大気化学会、地球電磁

気・地球惑星圏学会にまたがっており、本小委員会はこのように

単一の学協会では対応できない議論の場を提供するものである。 

※APARC は SPARC（成層圏・対流圏の諸過程と気候影響）プロジェ

クトの後継であり、令和６年１月１日から開始する。本小委員会

も先駆けて APARCの名前で申請する。 

４ 審 議 事 項 APARCと連携した国際的及び国内的な大気科学の振興、普及及び社

会貢献に係る審議に関すること 

５ 設 置 期 間 令和５年 12月 22日 ～ 令和８年９月 30日 

６ 備    考  

 

 

 


